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我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
に
関
し
、
そ
れ
が
我
が
国
の
領
土
と
な
っ
た
経
緯
等
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
の
認

識
を
示
さ
れ
た
い
。

二

領
土
問
題
の
定
義
如
何
。

三

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
領
土
問
題
は
存
在
す
る
か
。
菅
内
閣
の
認
識
如
何
。

四

本
年
九
月
七
日
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
侵
入
し
た
中
国
漁
船
が
、
我
が
国
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
衝
突
す
る
事
件
（
以

下
、
「
衝
突
事
件
」
と
い
う
。
）
が
起
き
た
。
右
に
関
し
、
同
月
十
四
日
、
蓮
舫
行
政
刷
新
担
当
大
臣
は
記
者
会
見
で
、
中

国
政
府
が
我
が
国
政
府
の
対
応
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
（
尖
閣
諸
島
は
）
い
ず
れ
に
せ
よ
領
土
問
題
な
の

で
、
毅
然
と
し
た
日
本
国
と
し
て
の
立
場
を
冷
静
に
発
信
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
蓮
舫
大
臣
は
同

日
午
後
、
「
誤
解
を
与
え
る
表
現
が
あ
っ
た
。
尖
閣
諸
島
は
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も
わ
が
国
固
有
の
も
の
だ
」
と
、
自
身

の
発
言
を
撤
回
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
蓮
舫
大
臣
と
し
て
、
当
初
尖
閣
諸
島
を
巡
る
領
土
問
題
は
存
在
す
る
旨
の
発
言

を
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

五

「
衝
突
事
件
」
発
生
後
、
丹
羽
宇
一
郎
駐
中
国
日
本
国
大
使
が
中
国
側
に
何
度
も
呼
び
出
さ
れ
、
中
国
側
か
ら
抗
議
を
受
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け
て
い
る
と
承
知
す
る
。
ま
た
中
国
側
は
、
九
月
十
二
日
に
は
日
本
時
間
の
深
夜
一
時
に
呼
び
出
す
と
い
う
、
我
が
国
を
代

表
し
て
中
国
に
赴
任
し
て
い
る
丹
羽
大
使
に
対
し
、
常
識
外
れ
の
失
礼
な
対
応
を
取
っ
て
い
る
。
他
に
は
、
中
国
各
地
で
反

日
団
体
に
よ
る
抗
議
デ
モ
が
多
発
し
、
ま
た
東
京
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
フ
ジ
タ
の
社
員
四
人
が
中
国
当
局
に
拘
束
さ
れ

る
と
い
う
事
態
も
起
き
、
更
に
中
国
側
は
、
「
衝
突
事
件
」
を
起
こ
し
た
�
其
雄
船
長
が
那
覇
地
検
に
よ
り
釈
放
さ
れ
た
九

月
二
十
五
日
の
未
明
、
我
が
国
に
対
し
て
謝
罪
と
賠
償
を
要
求
す
る
と
の
声
明
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
本
来
領
土
問

題
が
存
在
し
な
い
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
、
こ
こ
ま
で
日
中
間
の
関
係
が
悪
化
し
た
の
は
、
四
で
指
摘
し
た
蓮
舫
大
臣
の
認
識

に
見
ら
れ
る
様
に
、
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
で
、
ひ
い
て
は
絶
対
に
譲
る
こ
と
の
出
来
な
い
国
家
主
権
の
問
題

に
対
す
る
菅
内
閣
の
認
識
が
甘
く
、
そ
れ
が
中
国
側
の
理
不
尽
と
も
言
え
る
要
求
を
助
長
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で

は
な
い
の
か
。
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


